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令和６年度 佐久市総合計画審議会第３部会（第２回） 議事録 

日時：令和６年７月２９日（月） 

午後２時～３時２０分 

場所：佐久市役所７０１会議室 

 

【出席者】武重部会長、工藤副部会長、麻生委員、戸塚委員、山澤委員 

【事務局】木内企画課長、安井企画調整係長、井出（吉）主任、小林主任 

 

○協議事項等 

次第 

１ 開会 

 ・部会長挨拶 

 ・欠席委員報告（小林委員、井出委員、菅原委員） 

２ 議事 

（１）第二次佐久市総合計画後期基本計画の進行管理について 

質疑、意見 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３部会では、「第二次佐久市総合計画後期基本計画」の第４章

の保健、福祉、子育て支援分野、第５章の自然環境、生活環境、

上下水道分野について審議を行い、本日は第４章について御審議

いただく。 

 

 今回の審議内容に入る前に、前回の部会にて質問があった内容

について回答する。 

 

 まず、保育園の人材確保について、私立保育園・幼稚園等に対

して ICTシステム導入時の補助をしているのか、また、その職員

の賃金改善に対する助成をしているのか、という質問について回

答する。 

 昨年度、市では私立保育園の ICTシステム導入に対して、78万

5 千円の補助を行っている。私立保育園では、今年度システムの

導入を予定している保育園が導入を行えば、全ての園でシステム

が導入されることとなる。なお、幼稚園に対しては国・県から補

助が行われている。 

 また、私立保育園・幼稚園等の職員の賃金改善に対する助成に

ついては、今年度から、保育現場からの離職防止と新たな保育人

材の確保のため、市内の公立・私立保育所等の非正規雇用の保育
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部会長 

士に対し、勤務時間に応じ月 1万円から５千円の「佐久市保育士

等就労奨励金」を支払う制度を作り、保育士等の確保、処遇改善

に努めている。その他には、各保育所、幼稚園に対し、その児童

数に応じて運営費の補助を行っている。 

 

 次に、子育て支援サイト「パパママフレ」の中でアクセス数の

多い情報について回答する。 

 子育て支援サイト「パパママフレ」の中では、現在佐久市社会

福祉協議会にて行っているファミリーサポートセンター事業や、

一時保育（一時預かり）へのアクセスが多くなっている。 

 アクセス数の多い記事の傾向から、子どもの預かりについての

ニーズが高いことが読み取れるため、市では、来年度開館予定の

子育て支援拠点施設において、ファミリーサポートセンター事業

を拡充して実施することなどを計画している。 

 

次に、小中学校における電子黒板を用いた授業について、教職

員の中にハードルを感じている方がいるのではないか、また、そ

のような先生に対しどのようなサポートをしているのかという

質問について回答する。 

このことについて所管部署に確認したところ、まず、電子黒板

の導入時に、導入した全ての学校で操作研修を行ったこともあ

り、現場の中で使用が難しいというようなことはなかったとのこ

とである。 

また、その後についても、年度が替わり、先生が入れ替わって

改めて説明が必要となった際には、所管課が随時操作説明会を行

う対応を行っており、また、各学校のデジタル技術に詳しい先生

のフォローもある中で、現時点では順調に運用ができているとの

ことである。 

 

 前回の部会での質問に対する回答は以上。 

 

【第二次総合計画後期基本計画 令和５年度進行管理報告書】 

うち、「第４章 豊かな暮らしを育む健康長寿のまちづくり」 

「健康増進」（35ページ）について説明 

 

 健康増進について、質問、意見等はあるか。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 セラピー関係の事業について、小学生の頃に体験をするのと、

より物事を考えられるようになった中学生で体験するのでは違

うと思うので、幅広い年齢で体験を行えるようにしてもらいた

い。また、より低年齢の幼児も含め、幅広い世代でセラピーを体

験できるようなことを考えているか。 

 市にはセラピーロードが２つあるので、そういったものを有効

に使えると良いと思う。ただ、コースを設定してから年数が経っ

ているので、施設の老朽化や、森林伐採によって景観が変わって

きている所もある。後期基本計画は今年で中間年となるが、今後

の本事業のビジョンについてお伺いしたい。 

 

 森林セラピーについては、ご指摘のとおり、春日のセラピーロ

ードについては森林の伐採等が進む中で以前と環境が変化して

いる所がある。今は春日と平尾の 2か所で森林セラピーを行って

いるが、平尾についても設備の老朽化が進んでいる状況がある。

春日のセラピーロード周辺の伐採が進んでいる状況がある中で、

今後は平尾のセラピーロードをより活用していく可能性もある

ことから、所管課と相談しながら、平尾のセラピーロードの修繕

について検討したいと考えている。 

 また、森林セラピーの対象年代については、昨年度の審議会で

も、幼稚園や保育園で児童と親が一緒に森林を体験できるメニュ

ーの導入等について検討してもらいたいという意見を頂いてい

た。そのことについて所管課に確認を行ったところ、毎年８月に

親子を対象とした森林セラピー・木工クラフトを開催しており、

その会においては幼稚園児、保育園児、また小学生と、その保護

者に参加いただいている。委員から頂いた御意見を所管課に伝え

る中で、所管課としては幼稚園、保育園児、その保護者が参加し

やすいメニューについて検討していきたいと考えている。 

 中学生の参加状況については確認させていただきたい。 

 

 今はクマが最新の問題となってきている。今年は平尾で頻繁に

目撃されている。山頂だけでなく平尾山公園の付近でも目撃情報

があるのかと心配している。難しい問題ではあると思うが、森林

セラピーの安全性についても配慮をいただきたい。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 委員御指摘のとおり、平尾山では最近コンスタントにクマの目

撃情報がある。おそらくクマの目撃情報はセラピーロードよりも

上の部分なのだろうと思いながらも、今後クマが下りてくる可能

性もあるので、そういったことも注視しながら森林セラピーの方

法について検討する必要があると考える。今後所管課にも御意見

を伝えさせてもらう。 

 

 課題の中に、健康無関心層へのアプローチを行う必要がありま

す、という課題が挙げられていることから、今後の方針の中にそ

の具体的な方針を記載した方がよいと考える。 

 

 御意見について所管課に伝える。 

 

 

「保健活動」（36ページ）について説明 

 

 保健活動について、質問、意見等はあるか。 

 

（意見なし） 

 

 

「医療」（37ページ）について説明 

 

 医療について、質問、意見等はあるか。 

 

 「医療」の施策についての満足度は高いが、新型コロナウイル

ス感染症は５類となっても依然として存在していて、引き続き感

染拡大も危惧されている。次々に変異株も出てきていて感染力も

強い。「医療」の項目については、既に市民満足度は非常に高く、

目標値を達成している状況はあるが、更なる満足度の上積みとし

て、５類化以降、国からの補助もなくなり、高額な医療費がコロ

ナ罹患者の負担となる中で、市独自の援助について検討をしてい

ただきたい。 

 

 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種については、昨年度

まで臨時特例接種ということで、全額国費でワクチン接種を行っ
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委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

てきた。新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴って、その特

例が終了したことで、市としては、今年度から新型コロナウイル

ス感染症のワクチン接種は、通常の季節性インフルエンザと同

様、秋・冬の時期の定期接種を行う予定である。接種費用の補助

については高齢者等が対象となると思われる。 

 

 実際にコロナに感染される方は若い方が多いと思うので、予防

というよりも治療費への補助があると良いが、それは市という単

位では難しいか。 

 

 他市の状況等について様子を見つつ、どこまで踏み込んだ対応

ができるのか、所管課に御意見として伝えたい。 

 

 コロナ対策は今年度だけの問題ではないので、来年、再来年に

向けて対応を検討してもらいたい。 

 

 

「医療保険・国民年金」（38ページ）について説明 

 

 医療保険・国民年金について、質問、意見等はあるか。 

 

 令和４年度と令和５年度の満足度指数を比較すると、0.2 ほど

上昇している。他の施策と比べて上昇量が多いと思うが、その要

因について分かれば教えてもらいたい。 

 

 各施策について、満足度を「満足」、「やや満足」等、５段階評

定でアンケートを取っており、その結果や、それに対しての見解

については資料に記載のとおりであるが、実際のところその内容

は推測の範囲を出ないところもある。特にこの「医療保険・国民

年金」の施策についてはその要因の分析が難しい実情がある。 

  

 

「地域福祉」（39ページ）について説明 

 

 地域福祉について、質問、意見等はあるか。 
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事務局 

 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

（意見なし） 

 

 

「介護・高齢者福祉」（40ページ）について説明 

 

 介護・高齢者福祉について、質問、意見等はあるか。 

 

（意見なし） 

 

 

「障がい者福祉」（42ページ）について説明 

 

 障がい者福祉について、質問、意見等はあるか。 

 

（意見なし） 

 

 

「ひとり親家庭支援・低所得者福祉」（43ページ）について説明 

 

 ひとり親家庭支援・低所得者福祉について、質問、意見等はあ

るか。 

 

 主な施策の進捗状況の中で、高等職業訓練促進給付金につい

て、職種としては看護師、介護福祉士、保育士、ホームヘルパー

等が対象職種となっていて、一方で介護・高齢者福祉の分野では

担い手不足が課題となっているが、その間のマッチングは上手く

できているのか。母子家庭の経済的な援助もしつつ、福祉の担い

手不足も解消できれば大きなプラスになると思われるので、ぜひ

推進していただきたい。 

 

 具体的にどれだけ就労に結びついたかという数字は現在把握

していないが、委員御指摘のとおり、一方で就労の支援をしてい

て、一方で人材が不足している状態にあるところが上手く結び付

けば、より効果的な事業となると考えるので、各所管課に御意見

を伝えさせてもらいたい。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

事務局 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 今後の方針の中で、経済的な自立に効果的な高等技能訓練促進

費支給等の諸施策について広く周知を図り…とあるが、看護師、

保育士、理学療法士等の資格はハードルが高いのではないのかと

感じる。そういった資格をひとり親家庭の方が取得するのは難し

いのではないか。資格の取得が難しい方への支援も市として行う

必要があると感じた。 

 

 御意見として所管課に伝える。 

 

 

「少子化対策・母子保健」（44ページ）について説明 

 

 少子化対策・母子保健について、質問、意見等はあるか。 

 

 主な施策の進捗状況の中で、結婚相談や婚活イベントを実施す

る事業者に対し、補助金等の交付により支援しました、とあるが、

支援実績は佐久市社会福祉協議会１団体のみの実績となってい

る。これは、一般に事業を周知した中で社会福祉協議会が選ばれ

ているものなのかお伺いしたい。また、補助金額はいくらかお伺

いしたい。 

 結婚された方が産む子どもの数は、昔と今でそれほど変わって

おらず、結婚する人が減ってきていることによって子どもが減っ

てきていることから、結婚の問題は市としても早急に取り組む必

要があると考える。そのような中で、民間の結婚相談所等がない

ことから社会福祉協議会にお願いしているのか、それとも民間事

業者はあるけれど活用できていないということなのか伺いたい。 

 

 本事業については、コロナ禍の前には社会福祉協議会以外の団

体にも補助を行っていた経過がある。しかし、コロナ禍により従

来の対面型の婚活イベントの開催が困難になったことから、現在

は社会福祉協議会のみに補助を行っている状況となっている。 

 補助金の額については確認させていただきたい。 

 

 

「子育て支援・児童福祉」（45ページ）について説明 

 



8 

 

部会長 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 子育て支援・児童福祉について、質問、意見等はあるか。 

 

 主な施策の進捗状況の中で、乳児保育、延長保育、休日保育、

病児・病後児保育などのニーズに応じた保育を実施しました、と

あるが、聞くところによると、その申込方法が難しい、複雑であ

るという話を聞いた。その点について改善の余地があると思う。 

 

 手続が難しいという御意見があったということで、所管課に伝

えさせてもらいたい。 

 

 未満児保育について、希望する保育園に入れない状況があると

聞いているので、そのことについて早急に対応する必要があると

考える。 

 

 特に浅間地区において未満児保育の需要が高いことについて

は市としても承知している。民間事業所も含め、未満児保育の受

け入れについて整備を進めているところであるが、それでもまだ

不足しているという状況がある。御意見については所管課に伝え

させていただいて、引き続き整備に努めていきたい。 

 

 課題の中に、転入者が身近で相談できる人がいないということ

がある。若い人に佐久市に来てもらいたいということで、移住促

進を行っている中で、そういった方へのサポート体制はどのよう

になっているのか。移住者層を対象とした子育て支援対策につい

ては、資料の中には記載がないように見受けられる。今後の方針

として、移住者向けの支援が検討されると良いと思う。 

 

 移住者に特化したという形では記載していないが、来年の秋ご

ろに開所予定の子ども・子育て支援拠点施設では、妊娠から出産、

子育てまでの一連の支援をワンストップで行えることを予定し

ている。その施設の開所と同時に、様々な子育て支援施策を更に

充実させていくことを検討しているため、移住者という視点から

の支援の必要があるという御意見について、所管課に伝えさせて

もらいたい。 

 

 そのような施設ができることは、移住を検討される方には前も
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って情報として流せると良いと思う。 

 

 

（２）その他 

部会長 

 

事務局 

 

 

部会長 

 

その他について、事務局から何かあるか。 

 

次回の開催は、８月 19日（月）午後２時から、佐久市役所６階

６０１会議室が会場となり、第５章の審議を予定している。 

 

全体を通して何かあるか。 

ないようなので、以上で本日の全ての審議を終了とする。 

 

 

 

３ 閉会 


